










　魚類は脊椎動物の最下位に属するが,その尾部に於ける筋肉の存在様式は独

特である.即わち発生過程の体節構造が成魚に於てもそのまゝの形で残って分

節構造で筋組織は存在している.成魚の尾部は非常に簡単な構造で表皮(その表

面に硬鱗が付着している).筋肉,脊椎,結合織,間質組織,血管,神経のみで構成

されており,内臓器官は全く存在しない.筋組織は全体積中三分の二以上を占め

筋細胞内に於ける筋原線維、筋細線維(以下筋フィラメントと呼ぶ)の配列は脊

椎動物のうちでは最も美しく秩序だって構築されている.ことに筋小胞体の発

達は著しく,ミトコンドリアは細胞内に散在するような形をとらず細胞表面を

覆うように存在する.


